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11
月
３
日
、
い
わ
き
事
務
所
に
お
い
て
、
令
和

３
年
度
双
葉
町
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
功
労
表
彰
と
し
て
２
人
の
方
々
と
功
労

表
彰
と
し
て
３
人
の
方
々
に
表
彰
状
・
記
念
品

と
徽
章
、
７
人
の
方
々
に
永
年
勤
続
表
彰
と
し

て
表
彰
状
と
記
念
品
、
１
団
体
に
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
伊
澤
史
朗
町
長
の
式
辞
に
続
い
て
、
伊

藤
哲
雄
町
議
会
議
長
、
吉
田
栄
光
県
議
会
議
員

代
理
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
受
章
者
を
代
表
し

て
佐
々
木
清
一
さ
ん
が
「
平
成
11
年
か
ら
双
葉
町

議
会
議
員
と
し
て
21
年
７
カ
月
、
う
ち
議
長
と
し

て
９
年
間
、
主
権
者
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
代

表
と
し
て
常
に
公
正
・
公
平
で
効
率
的
な
行
政
が

行
わ
れ
る
よ
う
地
方
自
治
の
適
正
な
運
営
と
、
発

展
の
た
め
に
職
務
を
遂
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
間
、
永
年
に
わ
た
っ
て
町
民
の

負
託
を
い
た
だ
き
、職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
こ
の
よ
う
に
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
議
会
関
係
者
の
方
々
、

さ
ら
に
は
町
執
行
部
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令和令和３年度双葉町表彰式年度双葉町表彰式

後列左から、　　下教育長、大浦寿子様、相樂定徳様、中野弘紀様、石上崇様、徳永副町長
前列左から、紺野幸洋様、佐々木清一様、伊澤町長、伊藤議長、栗田要様、渋谷容寿様

▲

▲ 町長式辞

令和３年度双葉町表彰式

◇ 

永
年
に
わ
た
り
双
葉
町
議
会
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
顕
著

議
会
議
員
25
年

須
賀
川
市
在
住

清
川　
泰
弘
様
（
下
条
）

◇ 

永
年
に
わ
た
り
双
葉
町
議
会
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
顕
著

議
会
議
員
21
年

い
わ
き
市
在
住

佐
々
木　
清
一
様
（
石
熊
）

◇ 

永
年
に
わ
た
り
双
葉
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
く
さ
れ

た
功
績
顕
著

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
33
年
い
わ
き
市
在
住

栗
田　 

要
様
（
羽
鳥
）

◇ 

永
年
に
わ
た
り
双
葉
町
消
防
団
員
と
し
て

消
防
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
顕
著

消
防
団
員
30
年

い
わ
き
市
在
住

紺
野　
幸
洋
様
（
鴻
草
）

◇ 

永
年
に
わ
た
り
双
葉
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
く
さ
れ

た
功
績
顕
著

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
32
年
南
相
馬
市
在
住

渋
谷　
容
寿
様
（
細
谷
）

特
別
功
労
表
彰

特
別
功
労
表
彰

特
別
功
労
表
彰

功

労

表

彰

功

労

表

彰

功

労

表

彰

－

永
年
の
功
績
を
た
た
え
て

－
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感

謝

状

感

謝

状

感

謝

状

富
山
県
黒
部
市

　
市
長　

大
野　
久
芳

◇ 

災
害
業
務
支
援
の
た
め
、
多
年
に
わ
た
る

職
員
派
遣
に
よ
り
本
町
の
復
旧
・
復
興
に

貢
献

様

▲謝辞を述べられる佐々木清一様

永
年
勤
続
表
彰

永
年
勤
続
表
彰

永
年
勤
続
表
彰

◇ 
多
年
に
わ
た
り
双
葉
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
寄
与

い
わ
き
市
在
住

菊
池　
直
子
様
（
新
山
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
20
年

◇ 

多
年
に
わ
た
り
双
葉
町
消
防
団
員
と
し
て

消
防
活
動
に
貢
献

埼
玉
県
加
須
市
在
住

大
野　
義
勝
様
（
鴻
草
）

消
防
団
員
25
年

◇ 

多
年
に
わ
た
り
双
葉
町
消
防
団
員
と
し
て

消
防
活
動
に
貢
献

い
わ
き
市
在
住

中
野　
弘
紀
様
（
鴻
草
）

消
防
団
員
25
年

◇ 

多
年
に
わ
た
り
双
葉
町
消
防
団
員
と
し
て

消
防
活
動
に
貢
献

埼
玉
県
加
須
市
在
住

愛
沢　
隆
志
様
（
郡
山
）

消
防
団
員
25
年

◇ 

多
年
に
わ
た
り
双
葉
町
消
防
団
員
と
し
て

消
防
活
動
に
貢
献

い
わ
き
市
在
住

石
上　
崇
様
（
新
山
）

消
防
団
員
25
年

い
わ
き
市
在
住

◇ 

多
年
に
わ
た
り
双
葉
町
職
員
と
し
て
地
方

自
治
行
政
の
進
展
に
寄
与

大
浦　
寿
子
様
（
長
塚
一
）

職
員
30
年

い
わ
き
市
在
住

◇ 

多
年
に
わ
た
り
双
葉
町
職
員
と
し
て
地
方

自
治
行
政
の
進
展
に
寄
与

相
樂　
定
徳
様
（
郡
山
）

職
員
30
年

▲功労表彰受章者へ
　贈られた徽章

▲特別功労表彰受章
　者へ贈られた徽章
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双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　

早
い
も
の
で
令
和
３
年
の
最
後
の
月
、
師
走

を
迎
え
ま
し
た
。
日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
、
Ｊ

Ｒ
双
葉
駅
前
の
イ
チ
ョ
ウ
も
す
っ
か
り
葉
を
落

と
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
感
染
者
が

減
少
し
、
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
感
染
予
防

対
策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
26
日
か
ら
11
月
27
日
ま
で
の
期
間
に

県
内
外
11
カ
所
で
開
催
し
た
町
政
懇
談
会
で

は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
帰
還
に
向
け
た
準
備
の
宿

泊
（
準
備
宿
泊
）
に
つ
い
て
各
会
場
で
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
た
め

か
、
一
昨
年
実
施
し
た
懇
談
会
よ
り
参
加
者
が

少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
後
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

11
月
３
日
に
は
、
い
わ
き
事
務
所
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
規
模
を
縮
小
し
て
令
和
３
年
度
双
葉
町
表
彰

式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
表
彰
式
で
は
、

特
別
功
労
表
彰
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
双
葉
町

議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
２
人
の
方
に
特
別
功
労
章
と

表
彰
状
を
、
功
労
表
彰
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
２
人
の
方
と
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
消
防
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
１
人
の
方

に
功
労
章
並
び
に
表
彰
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
永
年
勤
続
表
彰
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
双
葉
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
社

会
体
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
、
消
防
団
員

及
び
双
葉
町
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励
さ
れ
た

７
人
の
方
々
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
業
務
支
援
の
た
め
多
年
に
わ
た

る
職
員
派
遣
に
よ
り
双
葉
町
の
復
旧
・
復
興
に

貢
献
い
た
だ
い
た
富
山
県
黒
部
市
様
に
感
謝
状

を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

町
政
進
展
・
住
民
福
祉
の
向
上
や
避
難
者
支

援
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し

て
、
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
15
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
側
に
建
設

す
る
役
場
仮
設
庁
舎
の
安
全
祈
願
祭
、
起
工
式

を
行
い
、
西
銘
恒
三
郎
復
興
大
臣
ほ
か
ご
来
賓

の
方
々
の
出
席
の
も
と
工
事
の
安
全
を
祈
り
ま

し
た
。
町
内
に
役
場
機
能
を
戻
す
こ
と
は
、
今

後
帰
還
を
考
え
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ま
や
新
た

に
定
住
、
移
住
を
考
え
て
い
る
方
々
が
安
心
し

て
住
め
る
と
い
う
思
い
を
醸
成
す
る
と
と
も
に

町
の
復
興
を
加
速
さ
せ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
令
和
４
年
６
月
以
降
の
特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
の
避
難
指
示
解
除
と
町
へ
の
帰
還

を
目
指
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
、
希
望

の
持
て
る
生
活
環
境
が
整
う
よ
う
様
々
な
課
題

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
双
葉
町
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の

皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

壮
健
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

復興大臣といわき事務所で意見交換を行いました
　

10
月
21
日
、
西
銘
恒
三
郎
復
興
大
臣
と
伊
澤
史
朗
町

長
、
伊
藤
哲
雄
町
議
会
議
長
が
、
双
葉
町
い
わ
き
事
務

所
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

伊
澤
町
長
か
ら
「
来
年
６
月
以
降
を
目
標
と
し
て
い

る
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
全
域
の
避
難
指
示
解
除
の

後
、
な
る
べ
く
間
を
空
け
ず
に
役
場
本
庁
機
能
も
双
葉

町
内
に
戻
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
町
の
復
興
に
本

格
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

西
銘
大
臣
に
お
か
れ
て
は
、
今
後
も
現
場
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
連
携
を
密
に
し
て
復
興
に
十
分
な
予
算
の
確
保

と
国
な
ど
か
ら
の
人
的
支
援
の
継
続
・
ご
助
言
を
い
た

だ
き
、
と
も
に
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
要
望
し
、西
銘
復
興
大
臣
は
「
関
係
省
庁
と
連
携
し
、

１
つ
１
つ
確
実
に
支
援
し
て
い
く
。
要
望
を
受
け
止
め

ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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双葉町仮設庁舎建設工事双葉町仮設庁舎建設工事

安全祈願祭・起工式安全祈願祭・起工式 ～町内への役場本庁機能帰還に向けて町内への役場本庁機能帰還に向けて～
　

東
日
本
大
震
災
発
生
と
原
子
力
災
害
に
よ

り
、
川
俣
町
、
埼
玉
県
加
須
市
を
経
て
現
在
い

わ
き
市
に
移
転
し
て
い
る
役
場
本
庁
機
能
を

町
内
に
戻
す
た
め
、
町
で
は
双
葉
町
仮
設
庁
舎

建
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
建
設
工
事
の
着
手
に
あ
た
り
、
11
月
15

日
に
国
、
県
、
町
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
列

席
い
た
だ
き
、
安
全
祈
願
祭
と
起
工
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

工
事
中
の
安
全
を
祈
る
安
全
祈
願
祭
の
あ

と
、
起
工
式
で
は
伊
澤
史
朗
町
長
が
挨
拶
を
述

べ
、
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

鍬
入
れ
を
行
い
起
工
し
ま
し
た
。

　

建
設
す
る
仮
設
庁
舎
は
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
側

に
位
置
し
、
軽
量
鉄
骨
造
地
上
２
階
建
で
、
太

陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を
備
え
た
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
は
じ
め
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
採
用
、
仮
設
庁
舎

を
訪
れ
た
方
の
交
流
や
憩
い
の
場
と
な
る
「
エ

ン
ガ
ワ
ひ
ろ
ば
」
や
「
エ
ン
ガ
ワ
モ
ー
ル
」、「
ラ

ウ
ン
ジ
」
を
設
け
る
予
定
で
、
令
和
４
年
６
月

末
頃
ま
で
に
整
備
を
完
了
し
、
同
年
８
月
末
頃

の
業
務
開
始
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

起
工
式
終
了
後
、
伊
澤
町
長
は
「
ま
だ
ま
だ

課
題
が
山
積
す
る
中
で
す
が
、
よ
う
や
く
双
葉

町
仮
設
庁
舎
が
着
工
を
迎
え
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
中

心
と
な
る
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
の
東
側
に
立
地
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
や

す
く
交
流
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
方
に
は
町
に
職

員
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
町
に
住

む
方
に
と
っ
て
は
最
初
は
全
て
が
万
全
な
状
況

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
意
見
を
頂

戴
し
な
が
ら
１
つ
１
つ
復
興
へ
の
課
題
を
解
決

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

・西銘恒三郎復興大臣
・石井正弘経済産業副大臣
　（内閣府原子力災害
　　現地対策本部長）
・内堀雅雄福島県知事
・増子輝彦参議院議員
・伊藤哲雄町議会議長

来賓祝辞をいただきました来賓祝辞をいただきました来賓祝辞をいただきました

▲工事用の仮囲いパネルに、ふたばふるさと
　カルタのデザインがプリントされています

▲主催者挨拶（伊澤史朗町長）

▲鍬入れ

完成予想
パース図

双葉町仮設庁舎建設工事

安全祈願祭・起工式安全祈願祭・起工式 ～町内への役場本庁機能帰還に向けて町内への役場本庁機能帰還に向けて～安全祈願祭・起工式 ～町内への役場本庁機能帰還に向けて～
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　１１月１日、原子力損害賠償紛争審査会の内
田貴会長と樫見由美子会長代理を含む委員８人
による双葉町内の現地視察が行われました。
　内田会長らは、鴻草行政区内を訪れ、震災か
ら手付かずのまま残っている被災した住宅等を
視察しました。
　また、産業交流センターに移動し、伊澤町長、

伊藤町議会議長から内田会長へ要望書を手
しゅこう

交し
ました。
　その後の意見交換会では、中間指針の見直
し、継続している損害への賠償及び審査会への
被害者側の出席について、強く要望しました。
※ 鴻草行政区内の現地視察は、立入許可を得て行
われました。

原子力損害賠償紛争審査会による現地視察が行われました

　１０月２３日、まちづくり会社「一般社団法人ふたばプロ
ジェクト」主催のふたばファンクラブ会員限定まちあるき
ツアーが開催されました。
　１５人の参加者は秋晴れの中、ふたばプロジェクトのス

ふたばファンクラブまちあるきツアーふたばファンクラブまちあるきツアー

▶ふたばファンクラブ会員申し込みはこちらから
　（タブレット、スマートフォン用ＱＲコード）

一般社団法人　ふたばプロジェクト
【 問い合わせ先 】

☎ ０２４６－８４－９０４０

　国が行う東日本大震災からの復興事業につい
て調査・審議し、政府に対して提言を行う復興
推進委員会の委員６人が特定復興再生拠点区域
外の帰還困難区域やＪＲ双葉駅西側地区などを
視察しました。

復興推進委員会　１０月２５日

町内視察が行われました ＪＲ双葉駅西側地区

　１２月１０日午後４時５０分から、ＪＲ
双葉駅周辺のライトアップを行います。
　詳しくは今月号に同封のチラシをご
覧ください。

タッフの案内でＪＲ双葉駅周辺を散策し双葉町
の秋の景色を楽しみました。

ふたばファンクラブまちあるきツアー
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　１０月２８日、双葉町産業交流センターにお
いて、よい仕事おこしフェア実行委員会と包括
連携協定を締結しました。
　よい仕事おこしフェア実行委員会は、全国の
信用金庫のネットワークを生かして、地域経済
の活性化や地方創生を推進し、日本を明るく元
気にする取組に資することを目的としており、
メディアや大学、中小企業など１０,０００社以
上の加入者のネットワークにより双葉町の復興
情報や名産品情報などが全国に拡散されるなど
の効果が期待されます。
　伊澤史朗町長は「復興応援ツアーなどの取組
により町に活気が溢れることを期待したい」と
述べ、実行委員会事務局の太田福裕あぶくま信
用金庫理事長と川本恭治城南信用金庫理事長
は「地場産品などを全国のネットワークを使い
ＰＲして、各地に双葉町の今を発信していきた
い」と述べられました。

中野地区復興産業拠点への立地協定を締結しました
～ 双葉グリーン土木株式会社 ～

　１０月８日、双葉グリーン土木株式会社
と中野地区復興産業拠点への企業立地協定
を締結いたしました。今回の協定により中
野地区復興産業拠点内に新たに事業所が設
置されます。緑化工事などで町の復興事業
にお力添えをいただくことで、さらなる復
興・復旧の加速が期待されます。
　今回の立地協定により中野地区復興産
業拠点立地協定締結企業は２０件となりま
した。

双葉グリーン土木株式会社
● 本店所在地 ……  福島県双葉郡浪江町大字牛渡字竹の花５２番地
● 主な事業内容 … 緑化工事や公共施設等の緑地維持管理業務

● 代表者 … 代表取締役　室原　泰仁

よい仕事おこしフェア実行委員会とよい仕事おこしフェア実行委員会と
包括連携協定を締結しました包括連携協定を締結しました

よい仕事おこしフェア実行委員会と
包括連携協定を締結しました
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【問い合わせ先】 ☎０２４６－８４－５２０３復興推進課

　ＪＲ双葉駅の西側地区では公営住宅の整備が進んでおり、今月から住宅の建設工事がスタート
しています。
　これにより公営住宅の入居時期が決まり、最も早い住宅で、来年１０月から入居が可能となる
予定です。住宅は段階的に整備されるため、予定の８６戸すべてが完成するのは令和５年 9月末
ごろの予定です。

エリア 工事期間
（予定）

入居開始
（予定）

北エリア
①

Ｒ３年１２月から
Ｒ４年９月末（予定） Ｒ４年１０月～

北エリア
②

Ｒ４年６月から
Ｒ５年３月末（予定） Ｒ５年４月～

北エリア
③

Ｒ４年１０月から
Ｒ５年７月末（予定） Ｒ５年１０月～

南エリア
①

Ｒ４年１２月から
Ｒ５年９月末（予定） Ｒ５年１０月～

南エリア
②

Ｒ４年１２月から
Ｒ５年９月末（予定） Ｒ５年１０月～

工事の進捗や最新情報は

パソコン、タブレット、スマートフォンで
検索してください。

双葉駅西側地区
まちづくりプロジェクト
https://restart－futaba.com/

で更新しています。検 索 restart-futaba

公営住宅は来年１０月から順次入居を開始する予定です公営住宅は来年１０月から順次入居を開始する予定です公営住宅は来年１０月から順次入居を開始する予定です
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　双葉町、浪江町、葛尾村で構成する浪江地区防犯
団体連合会防犯指導隊が令和３年度安全安心なまち
づくり関係功労者内閣総理大臣表彰を受賞され、１０
月２９日、双葉町いわき事務所で伊澤史朗町長に受
賞報告を行いました。

左から防犯指導隊副隊長の波多野秀行さん（長塚一）、
浪江地区防犯団体連合会鈴木正典代表、伊澤町長

▲

～ 内閣総理大臣表彰 ～受賞報告

双葉郡内唯一の自動車学校の再開
　東日本大震災と原子力災害の影響により休校していた「ふたば自動車学校」が１１月１日から
再開、１１月１２日に業務再開式が執り行われました。また、業務再開式に先立って改修したド
ライビングコースや新調したシミュレーション機器などの内覧会も行われました。

　１１月１日、中野地区復興産業拠点において町と
共同開発したタオル「ダキシメテフタバ」などを製
造する浅野撚糸株式会社福島工場の地鎮祭が行わ
れ、伊澤史朗町長と伊藤哲雄町議会議長が出席しま
した。
　伊澤町長から「双葉町の特産品となるようなタオ
ルの製造を期待している。工場が完成し町外に避難
する町民の皆さんに今の双葉町を知ってもらえる
きっかけになれば嬉しい」とお祝いのことばを述べ、
浅野撚糸株式会社の浅野雅己代表取締役社長は
「工場のほかにもショップや休憩所などを併設し観
光バスの誘致などを行いたい。この地から世界に向
けて双葉町を発信できるような拠点としたい」と挨
拶されました。

～ 双葉ブランドのタオル工場 ～

提供：浅野撚糸（株）提供：浅野撚糸（株）

浅野撚糸株式会社浅野撚糸株式会社　福島工場新築工事・地鎮祭福島工場新築工事・地鎮祭浅野撚糸株式会社　福島工場新築工事・地鎮祭

提供：浅野撚糸（株）
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育委員会教育長

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ
　令和３年も、いよいよ師走を迎えて総まとめの時期となりました。今年も、新型コロナウイルス感染
症まん延防止のため、各種行事の内容変更や延期及び中止せざるを得ない状況が続き、学校現場はも
ちろん、生涯学習・社会教育関係団体の皆さまも、当たり前のことが当たり前にできない現実、その
ストレスの積み重ねによる精神的ダメージが重くのしかかっている状況ではないかとお察し申し上げま
す。これは、子どもたちも大人も同様の感覚ではないのかなと思います。若干の感染者数減少が、基
本的対策とワクチン接種の効用かと思いますが安心はできません。「リバウンド防止対策」として、学
校現場でも、さらに感染防止対策の取組を強化しているところですので、ご家庭におかれましても、十
分話し合いをしながら、感染防止対策に取り組んでいただきたいと思います。そして、家族の中で思い
やりのある人と人との接し方の大切さを話し合い、心豊かな成長をお互いに積み上げることができれば
素晴らしいと思っております。
　東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故による全町避難から、丸１０年が経過し、双葉町
の復興・創生が一歩一歩進む中「まちづくり計画」の中に、夢と希望のある「学び」へ、生涯学習はも
ちろん学校教育をどのように位置付けていくか。『文教の町、双葉町』を継承しつつ、町の将来を担う
子どもたちをどのように育てていくか。「町づくりは、人づくり」の理念を基盤としつつ、丁寧に議論
を進めてまいりたいと思います。

　広報ふたば等で出場をお知らせしておりましたが、今年度のふくしま駅伝出場を双葉町チームは棄
権いたしました。大変残念ではありましたが、昨年度からの新型コロナウイルス感染拡大のため、選
手の皆さんが思うような練習ができないことと、全区間の中で選手の確保に調整がつかずエントリー
できませんでした。吉田部長をはじめ白圡監督にはご尽力いただきありがとうございました。次回開
催の第３４回ふくしま駅伝には参加できるよう準備を進めてまいりたいと思います。

　来る１２月４日、双葉郡８町村の小学生、中学生、そしてふたば未来学園中・高校、富岡支援学校
のみなさんで、次に掲げるようなスローガンを重視して開催されます。次回には、発表の様子をお知
らせしたいと思います。（昨年度に引き続き、コロナ禍により、オンラインでの開催）

～ 伝えあい、つながって、広がる　ふるさとふたばの学び ～
町村や校種を越えて学びあい、多様な見方・考え方にふれることで視野を広げる

双葉郡８町村の小中高が一堂に会するサミットだからこそできる学びあいの場。多様
な意見に触れ、多様な見方・考え方を自分の中に築いていけるようにする

☆

☆子どもたちが楽しんで「学びあい」（＝聴きあい、感じあい、伝えあい、話しあい）
できるよう、時間の使い方や空間づくりを工夫する

☆自分の思いや考え、メッセージを周囲に伝えることの大切さや、伝えたことで自分
自身のなにかが変わることに気付く

第３３回市町村対抗県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）出場を棄権第３３回市町村対抗県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）出場を棄権第３３回市町村対抗県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）出場を棄権

令和３年度（第８回）「双葉郡ふるさと創造学サミット」開催のお知らせ令和３年度（第８回）「双葉郡ふるさと創造学サミット」開催のお知らせ

【 サミットスローガン 】

【 プログラムの考え方 】

令和３年度（第８回）「双葉郡ふるさと創造学サミット」開催のお知らせ
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10
月
23
日
、
町
立
学
校
体
育
館
に
お
い

て
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
合
同
の
文

化
祭
「
栴
檀
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
児
は
、
悪
い
魔
王
が
住
み
つ
い

て
し
ま
っ
た
大
好
き
な
キ
ラ
キ
ラ
公
園
を

取
り
戻
す
た
め
、
果
敢
に
魔
王
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
劇
を
演
じ
、
観
覧
席
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
お

手
製
う
ち
わ
を
掲
げ
、
園
児
た
ち
を
応
援

し
、
園
児
た
ち
は
無
事
に
キ
ラ
キ
ラ
公
園

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
下
学
年
は
、
わ
が
ま
ま
な
か
ぼ

ち
ゃ
が
周
り
を
気
に
せ
ず
つ
る
を
伸
ば
し

続
け
、
忠
告
を
受
け
て
も
気
に
せ
ず
つ
る

を
伸
ば
し
た
結
果
、
大
ケ
ガ
を
し
て
反
省

す
る
内
容
の
劇
を
タ
ン
バ
リ
ン
や
マ
ラ
カ

ス
な
ど
の
楽
器
の
演
奏
と
歌
を
交
え
て
演

じ
ま
し
た
。
上
学
年
は
、
取
り
壊
し
が
決

ま
っ
た
「
四
葉
小
学
校
」
で
、「
九つ

く

も

十
九

神
」
と
な
っ
て
学
校
を
守
っ
て
い
る
銅
像

や
机
や
イ
ス
が
、
学
校
に
忍
び
こ
ん
だ

子
ど
も
た
ち
に
遭
遇
す
る
ド
タ
バ
タ
劇

を
演
じ
ま
し
た
。

　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
が

参
加
し
た
標
葉
せ
ん
だ
ん
太
鼓
の
演
奏
で

は
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
標
葉
せ
ん
だ
ん

太
鼓
保
存
会
の
２
人
の
先
生
が
見
守
る

中
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
息
の
合
っ

た
迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
全
学
年
が
力
を
合
わ
せ
て
開

校
８
年
目
と
な
る
自
分
た
ち
の
母
校
、
町

立
学
校
仮
設
校
舎
を
記
録
に
残
す
た
め
の

研
究
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
先

生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
様
子
や
、
ジ
オ

ラ
マ
制
作
の
過
程
な
ど
普
段
の
研
究
の
姿

を
動
画
（
双
葉
町
復
興
支
援
員
制
作
協
力
）

で
保
護
者
の
方
々
に
観
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
全
学
年
６
人
で
自
分
た
ち

の
名
前
か
ら
１
文
字
と
っ
た
グ
ル
ー
プ

名
「
Ｍ
Ｒ
．Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
（
ミ
ス
タ
ー
キ
ッ

シ
ュ
）」
と
し
て
「
か
っ
こ
う
」「
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
」「
歓
喜
の
歌
」
の
３
曲

を
箏
で
演
奏
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
、
昨
年
に
引
き
続
き
保
護
者
の
方
に

も
入
れ
替
わ
り
や
距
離
の
保
持
、
声
援

の
自
粛
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
今

年
の
栴
檀
祭
。
制
限
の
あ
る
中
で
も
児

童
・
生
徒
は
工
夫
を
凝
ら
し
、
普
段
の

努
力
を
実
ら
せ
た
発
表
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

双葉町立・幼・小・中学校　合同文化祭

手を取り合い、届けよう双
ぼ く ら

葉の想い
～Our thoughts will save Futaba ～

中学生の発表

幼稚園児の発表 小学生（下学年）の発表

小学生（上学年）の発表

▲ 仮設校舎の記録を残し、未来へ伝えよう

▲ なかよしパワーでやっつけろ！
　 ～魔王なんかに負けないぞ～ ▲音楽劇「かぼちゃのつる」

▲ 劇「九
つ く も

十九の学校」

▲ 標葉せんだん太鼓発表

▲ 戦う園児をうちわで応援
　 しました！
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　１０月２８日、いわき市のＪＧＭサラブレッドゴ
ルフクラブにおいて、福島県ゴルフ連盟主催で第２
２回福島県市町村対抗ゴルフ大会が開催され、双葉
町チームが参加しました。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響により
中止となりましたが、双葉町チームの大会出場は震
災後５回目でプレー結果は、１８市町村３０チーム
中、２５位という成績を収めました。

第２２回　福島県市町村対抗ゴルフ大会第２２回　福島県市町村対抗ゴルフ大会第２２回　福島県市町村対抗ゴルフ大会

　１０月２８日、ＮＰＯ法人ハッピーロードネッ
ト（西本由美子理事長）の呼びかけで、町内の
復興関連事業などにあたる企業の職員や町職員
とともに、相馬農業高校とふたば未来学園高校
の生徒が、ビオラの苗約４,０００株を双葉厚生
病院入口交差点と双葉ふれあい広場の２カ所に
植栽しました。

町内でビオラの植栽が町内でビオラの植栽が
行われました行われました

相馬農業高校・ふたば未来学園の
生徒と一緒に

２０２１２０２１標葉祭り標葉祭り２０２１２０２１標葉祭り標葉祭り２０２１標葉祭り
　１１月６日、浪江町の道の駅なみえにおいて一
般社団法人浪江青年会議所の主催で震災後２回目
となる標葉祭りが開催されました。
　会場には旧標葉郡（双葉、浪江、大熊町、葛尾
村）の名産品を取り扱うブースや各町村を紹介す
るブースが立ち並びました。

町内でビオラの植栽が
行われました

　標葉せんだん太鼓保存会の
皆さんの力強い演奏や、双葉
町商工会と夢ふたば人の皆さ
んによる双葉町ダルマ市名物
の巨大ダルマ引きも行われ、
訪れた多くの来場者は真剣に
綱を引き合っていました。

～加須市・標葉せんだん太鼓保存会が出演～
　１１月１３日、友好都市である埼玉県加須市の加須
文化・学習センターパストラルかぞで開催された「み
んな笑顔で人権ふれあいまつり」のオープニングで、
標葉せんだん太鼓保存会の皆さんが迫力の演奏を披露
しました。
　ふる里・双葉の「音」を守るという思いを胸に全身
全霊で太鼓を打ち続けると話されていた出演者の皆さ
んの演奏は、多くの観客の視線を引き付けていました。

▲▼▲▼▲ ▼▲▼▲▼みんな笑顔で人権ふれあいまつり
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　会場の駐車スペースに限りが
あります。
　相乗りや観光協会申込の見学
バスのご利用にご協
力ください。
（観光協会見学バス
のチラシは今月号に
同封しています）

今年も、双葉町民有志「夢ふたば人」の主催により
「双葉町ダルマ市」が開催されます。

８日（土） ９日（日）
時　間 内　　　　容

　８：３０～
相馬妙見宮初發神社　
髙倉洋尚宮司による祈祷

　 奉納神楽（三字芸能保存会）

　９：００～ 開会式

　９：３０～ 子供樽神輿

１１：００～ ＬＯＶＥ　ＦＯＲ　ＮＩＰＰＯＮ　ＳＴＡＧＥ

１３：００～ 巨大ダルマ引き

１３：３０～ Noby　トランペットオフィス

時　間 内　　　　容

　９：４０～ 民俗芸能発表会

１０：３０～ 第３１回双葉町芸能発表会

１２：００～ 消防団ダルマ神輿

１２：３０～ 大道芸人・羽舞（１回目）

１３：３０～ ロボットのぞみ

１４：００～ 大道芸人・羽舞（２回目）

１５：００～ 閉会式

【問い合わせ先】復興推進課　商工労政係　☎０２４６－８４－５２０３

【問い合わせ先】双葉町教育委員会　教育総務課　生涯学習係　☎０２４６－８４－５２１０

新春恒例！

■日　時：令和４年１月８日（土）・９日（日）　９：００～
■場　所：復興公営住宅勿来酒井団地　敷地内

プログラム

双葉町ダルマ市開催双葉町ダルマ市開催のお知らせお知らせ双葉町ダルマ市開催双葉町ダルマ市開催のお知らせお知らせ双葉町ダルマ市開催のお知らせ

９：００～１６：００

主催　双葉町教育委員会

主催　双葉町芸術文化団体連絡協議会

９：００～１５：３０

◆令和３年度双葉町民俗芸能発表会 ◆

◆ 第３１回　双葉町芸能発表会 ◆
時　間 演　　　目 団　体　名

１０：３０ 開　会

１０：３５ いなずま、夏 標葉せんだん太鼓保存会

１０：５０ 双葉町民の歌、大切なふるさと、大切なもの コーラスふたば

１１：０５ 秋田大黒舞、相馬胴突唄 双葉町民謡同好会

１１：２０ 北の国から、高原列車は行く、珍島物語 ＪＡスマイル大正琴

１１：３５ ふたば音頭

１１：４５ 閉　会

時　間 芸　能　名 団　体　名

　９：４０ あいさつ

　９：４５ 神楽 新山芸能保存会

１０：０５ 前沢女宝財踊り 前沢女宝財踊り保存会

１０：１５ 相馬流れ山踊り 双葉町相馬流れ山踊り保存会

※時間は目安です
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　健康寿命とは「心身ともに自立し、健康的に生活できる期間」のことです。２０００年に
ＷＨＯ（世界保健機構）が健康寿命を提唱して以来、寿命を延ばすだけでなく、いかに健康に
生活できる期間を延ばすかに関心が寄せられています。

　健康寿命が「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」と定義さ
れているため、平均寿命と健康寿命の差である延命期間は、日常生活に制限のある「健康
でない期間」を意味します。
　年によって異なりますが、男性の延命期間は約９年、女性では約１２年（男女の平均は
約１０年）となります。
　厚生労働省が２０２１年７月３０日に発表した２０２０年の日本人の平均寿命は、男性
８１.６４歳・女性８７.７４歳で過去最高を更新しています。前年に比べて、男性で０.２２
歳、女性で０.３０歳延びそれぞれ９年連続のプラスでした。
　単に寿命を伸ばすだけでなく、健康に生活できる期間を延ばすことが重要なことはいう
までもありません。
　今年も残すところ、あと１カ月となりました。それぞれが、自分の生活を振り返るよい
時期です。何か気になることがある方は、生活習慣の改善を図ってみませんか？

　今年、双葉町の総合健（検）診を受けていただいた方で心配なことやわからないことが
ある方は、主治医や町の管理栄養士・保健師に相談してみましょう。総合健（検）診を受
けられなかった方で心身の不調を感じている方はいませんか？お気軽に町保健師にご相談
ください。

健康寿命を伸ばしましょう

今年を振り返る機会を持ちましょう！今年を振り返る機会を持ちましょう！

ふたば健興プロジェクトを活用しよう！
　お手元にふたば健興プロジェクトの記入用紙はありま

すか？

　広報紙「広報ふたば」の５月号に同封し全世帯に配布

しています。

　ふたば健興プロジェクトは、「双葉町民の皆さんの健

康づくりを応援するプロジェクト」です。皆さんの日々

の健康への取組（目標設定・実践・記録）をポイント化

して「ふくしま県民カード」の発行につなげるものです。

カードを獲得された方限定でのプレゼントキャンペーン

もあります。

　コロナ禍で運動不足や体力低下を感じておられる方も

多いと思います。ぜひ、ふたば健興プロジェクトを活用

してください。

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５

今年を振り返る機会を持ちましょう！

14令和３年１２月広報ふたば



　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において、全額が社会保険料控除額の対象と
なります。
　控除の対象となるのは、令和３年１月１日から令和３年９月３０日までに収められた保険
料（令和３年１２月３１日までの納付見込分を含む）です。過去の年度分や追納された保険
料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族の負担すべき国民年金保険料を支払っている場
合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　１０月下旬から１１月上旬にかけて、日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送付されていますので、年末調整や確定申告の際に必ずこの証明書または領
収書を添付してください。
　国民年金は、老後はもちろん不慮の事故などの万一のときにも心強い味方となる制度で
す。保険料は未納のないよう納めましょう。

～ 年末調整・確定申告まで大切に保管してください ～

【問い合わせ先】 【受付時間】
ねんきん加入者ダイヤル

☎０５７０－００３－００４
●自動音声でご案内します。
　０５０から始まる電話でおかけにな
る場合は、☎０３－６６３０－２５２５へ
おかけください。

・月～金曜日
　（午前８時３０分 ～ 午後７時）

・第２土曜日
　（午前９時３０分 ～ 午後４時）

※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～
　１月３日はご利用いただけません。

年金事務所からのお知らせ
社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が発行されています！

【出願・問い合わせ先】
公立双葉准看護学院 南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－７６〒９７５－００３６
☎ ０２４４－３２－０９９０ E-mail：futajyun-kango@aioros.ocn.ne. jp

公立双葉准看護学院　令和４年度学生募集
公立双葉准看護学院では、一般入学試験を実施します。
地域に寄り添う看護のプロを目指しましょう！！

◇ １万円受 験 料：

◇ 筆記試験（国語）、作文、面接試験科目：

◇ 令和４年２月１日（火）試 験 日：

◇ ２年（全日制）修業年限：

◇ ３０名募集人員：

◇ 中学校卒業以上の者
（令和４年３月卒業見込を
含む・年齢不問）

：受験資格

：

午前９時～午後４時３０分まで
（土・日・祝祭日を除く）

令和４年１月５日（水）～１月２６日（水）　必着
◇出願期間
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福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

◇放射線モニタリングについて

◇中間貯蔵施設見学会について

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

中間貯蔵工事情報センターでは、工事の進捗を紹介するため、中間貯蔵施設をバスで巡る見学会を開催しています。
１２月は、１０日（金）、１８日（土）を予定しています。
見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報センター（☎ 0240－25－8377）までお願い
します。（ＵＲＬ）http://www.jesconet.co.jp/interim_infocenter/index.html

１２月２５日（土）～１月４日（火）は輸送を休止いたします。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３
（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

◇輸送について

※１１月８日（月）現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・２０２１年度は、５２０,８８０㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は3,499,362㎥）

除染・解体工事について

片付けごみについて

　双葉町の特定復興再生拠点区域の建物解体の申請受付を以下の期間まで受け付けています。申請
書類をそろえるのに時間を要する場合があるため、解体を希望する場合は、解体申請の受付窓口に
お早めにご相談下さい。

　双葉町の特定復興再生拠点区域内における家屋について、家屋の片付けによって生じた片付け
ごみの回収を行っております。

　特定復興再生拠点区域の避難指示が解除される日から概ね１年後となります。双葉町では
令和４年６月以降の避難指示解除を目標としていますが、具体的な申請受付の締切日は、今後
特定復興再生拠点区域の避難指示が解除される日が決定されてから改めてお知らせします。

＜場　　所＞
＜受付時間＞
＜連　絡　先＞

＜受付時間＞

＜連　絡　先＞

双葉町いわき事務所１階（いわき市東田町２丁目１９－４）
月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５ （祝日及び１２月２９日～１月３日を除く）
☎ 0120 － 773 －275（フリーダイヤル）

月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ （祝日及び１２月２９日～１月３日を除く）
（※ＦＡＸによる受付は２４時間行っております。）

有限会社佐洋運輸（令和３年度環境省業務受託業者）
☎ 0120 － 115 －261（フリーダイヤル）　　ＦＡＸ：0120 －115 －271

福島地方環境事務所からのお知らせ環境省

　建物解体申請の締め切りについて

　片付けごみの個別回収について

【解体申請受付期間】

【解体申請受付窓口】

【片付けごみ回収申込先】

高島テクノロジーセンター（環境省業務受託業者）

双葉町片付けごみサポートセンター

16令和３年１２月広報ふたば



消防署からのお知らせ
年末の大掃除に合わせて自宅の安全対策をしましょう！

　年末に近づき自宅の大掃除を考えている方が多いかと思います。普段は動かさない家具・家
電を動かす大掃除の機会に室内の安全対策も併せて行いましょう！

住宅用火災警報器の維持管理

ストーブ火災の予防対策

ひもを引くか、ボタンを押すかで作動確認ができます。
正常な場合、正常を知らせる音声や警報音が鳴ります。
ほこり等がつくと感知しにくくなるため定期的に乾いた
布で拭き取りましょう。
古くなると電子部分の劣化や電池切れなどで感知しにくくなります。
設置して１０年を目安に本体の交換を検討しましょう。

ストーブの周囲は常に整理整頓し燃えるものを近づけない。
カーテンの近くにストーブは置かない。
近くでスプレーを使用したり、スプレー缶を放置しない。
ストーブを洗濯物の乾燥に使用しない。
給油時はストーブの電源を切る。
就寝時や外出時は必ず電源を切る。

①

②

③

家具類の転倒・落下防止対策
家具類は壁に固定しましょう！
出入口の通路周辺や寝室には転倒、移動しやすい家具類を置かない。
棚などの家具に収納する場合は、重い物は下に収納し重心を低くして倒れにくくしましょう。

①
②
③

①
②
③
④
⑤
⑥

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

双葉町社会福祉協議会

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、
事前申し込みが必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●健康運動教室
会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

①第１、３木曜日
②第２、４水曜日
③第２、４木曜日
　のいずれか 13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター 2階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

12月21日（火）

双葉町役場南相馬連絡所 1階会議室
（南相馬市原町区青葉町 2－62－2）

毎週水曜日
※１２／２９を除く

①　9:30～11:00
② 13:30～15:00
　 のどちらか

南相馬出張所
☎ 080－5730－1166

～１２月　健康運動教室・サロンのお知らせ ～
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※新型コロナウイルス感染予防対策を講じ、開催いたします。詳細はホームページをご覧ください。

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

１２月１６日（木）　１３：３０～１５：００● 日　　時 …

３０名● 定　　員 …
● 予約受付 …１２月９日（木）まで（電話またはホームページから先着順となります）

● 会　　場 …双葉町産業交流センター
（双葉郡双葉町大字中野字高田１番地１）

● 参加企業 …１０社予定（企業の詳細はホームページをご覧ください）

【求職者向け】行くしかない！！  就職面接会 in 双葉
【予約優先制・参加無料・履歴書不要】
実は面接会が就職への近道♪求人票には載っていない魅力が聞ける！
★応募書類キットのプレゼント　★証明写真の無料撮影券プレゼントあり

【問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号　みんゆうビル２０２号）

ホームページ 働きたいネット で検索

テクノアカデミー浜（セミナー担当）【 問い合わせ先 】 ☎ ０２４４－２６－１５５５ ＦＡＸ０２４４－２６－１５５０

県立テクノアカデミー浜では、地域の皆さまに役立つ短期間の講習を実施しております。
スキルアップにご活用ください。（詳細については、お問い合わせください）

テクノセミナー（講習会事業）のお知らせ

（受験対策コース）乙４類危険物取扱者② パソコン表計算の応用【Excel2013の活用】

※ コースの詳細や上記以外のコースは本校ホームページ（https://tc-hama.ac. jp/）で
　ご確認いただけます。

・実施場所：県立テクノアカデミー浜（南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－１１２）
・対　象　者：在職者等
・定員になり次第締め切る場合がございます。

実施期間：令和４年１月１１日（火）～
　　　　　　　　　１月２５日（火）
　　　　　　　　　（月火木曜日の７日間）
実施時間：１８時３０分 ～２０時３０分
申込締切：１２月２１日（火）
定員：１０人
費用：５,３００円
費用内訳　＜受　講　料＞　３,５００円
　　　　　＜テキスト代＞　１,８００円

実施期間：令和４年１月１３日（木）～
　　　　　　　　　１月２７日（木）
　　　　　　　　　（月火木曜日の５日間）
実施時間：１８時３０分 ～２０時３０分
申込締切：１２月２１日（火）
定員：１０人
費用：７,１００円
費用内訳　＜受　講　料＞　４,９００円
　　　　　＜テキスト代＞　２,２００円
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　人口減少なのに世帯数は増える。
　わが国では人口が減少しているのに、世帯数は増えている、団塊世代１９４７年生まれが７５歳となるのは２０２２
年なのだ（２０１５年国勢調査）。こうした流れは今後どんどん加速してゆく。そして１人暮らしが増えると考えら
れる、要因は大きく３つある。

京都に避難中　菅本　洋（浜野）

子どもと同居しない高齢者が増大したことだ。高齢者女性の５人に１人、男性７人に１人となり一人暮らし世
帯を増やしている。
２０３５年には高齢者夫婦のみの世帯となりうる、日本の世帯数の将来推計によれば男性７０歳は２０１０年では
３６万世帯だったが２０３５年には５９万世帯となる。７５歳から７９歳は２８万世帯から４３万世帯に拡大する。

１．

家族の消滅の危機、たとえ結婚しても、長続きするとはかぎらない。離婚の増大しているのが現状。子どもと
同居しない高齢者の増大、高齢者の増加、離婚の増加、困ったものだ。
未婚や離婚の拡大が止まらない以上、一人暮らしが避けられない。それに今後深刻なのが社会保障制度である。
政府は地域包括ケアシステムを充実させ、住み慣れた地域で最期のときを迎えられるよう、地域の協力を得て
いる、だが病院や介護施設から在宅医療、在宅介護へとシフトしようにも、現実問題として家族の支えなしに
は移行できない。地域住民はこれからどうしたら良いか考えよう。

３．

一人暮らし世帯を増やしている要因は未婚者の増加である。５０歳で一度も結婚したことのない人の割合を示
す生涯未婚率は、２０１５年には男性２３.３７パーセント、女性１４.０６パーセントだ。

２．

【
文
芸
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

俳
句
・
柿
の
実
が　

色
よ
く
熟う

れ
て　

天
高
し

　
　

・
何
事
も　

な
か
っ
た
よ
う
な　

冷し

み

と

う

ふ

豆
腐

短
歌
・
天
高
く　

ぽ
っ
か
り
浮
ぶ　

白
い
雲

乗
っ
て
行
き
た
い　

あ
ゝ
古
里
へ

里
謡
・
田
ん
ぼ
の
案か

か

し

山
子　

お
役
目
終
へ
て

又
来
年
と　

冬
眠
す

　
　

・
も
み
じ
の
お
手
て　

つ
な
い
だ
曾ひ

ま

ご孫

早　

七
五
三　

千
歳
飴

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１部送付しています。
ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居することになった場
合など、広報紙の発送に関することは下記までご連絡ください。
　なお、「広報ふたば」「ふたばのわ」の発送先となっている方がお亡
くなりになられた場合については、１カ月程度後に発送を中止いたし
ますが、ご家族の方に発送先を変更することも可能です。下記までご
連絡ください。

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

広報紙の発送について広報紙の発送について広報紙の発送について
　避難先を移動された方は「避難住民届」を
提出してください。

※ 移動先の届出がないと、町からの広報紙、
各種通知などの郵便物が届かなくなります
のでご注意ください。

戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４
【問い合わせ先】　

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ

２０２２年は一人暮らし社会が本格化する

敬称略

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

愛澤　正江 １０６ 9月 29日 羽　鳥

大塚公太郎 ８８ 9月 30日 長塚一

江尻　クミ １０２ 10月　9日 長塚一

瀧澤　秀夫 ８１ 10月 20日 下長塚

横山ひろ子 ６９ 10月 26日 石　熊

人のうごき１０月分

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

（令和３年 10月 31 日現在）

・福島県内に避難されている方 3,992人
2,730人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者
を引き、出生者と転入者を加えた人口を示しています。
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全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課
☎ ０２４６－８４－５２０２

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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結
婚
の
節
目
は
「
気
付
か
さ
れ
る
も
の
」

　

結
婚
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
年
齢
的
に

若
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
仕
事
、
子
育
て
な
ど

日
々
の
生
活
に
精
一
杯
で
、
結
婚
記
念
日
だ
か
ら

特
別
に
ど
う
こ
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
が
少
し
ず
つ
世
の
中
が

分
か
る
年
齢
に
な
り
、
私
た
ち
が
結
婚
し
た
日
を

聞
か
れ
、
ま
る
で
誕
生
日
の
お
祝
い
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
く
れ
て
「
も
う
、
結
婚
後
何
年
経
っ
た

の
か
」
と
気
付
か
さ
れ
る
よ
う
で
し
た
。

受
難
の
年
と
な
っ
た
「
ル
ビ
ー
婚
式
」

　

震
災
に
遭
っ
た
と
き
は
、
夫
婦
と
も
60
歳
代
後

半
で
し
た
が
、
体
が
元
気
な
こ
と
も
あ
り
、
私
は

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
ふ
た
ば
で
利
用
者
送
迎
の
仕
事
に

就
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
震
発
生
直
後

か
ら
食
料
や
物
資
の
調
達
、
原
発
事
故
に
よ
る
避

難
で
は
、
施
設
利
用
者
な
ど
高
齢
者
の
町
外
移
動

や
、
避
難
所
で
は
、
妻
と
と
も
に
そ
う
し
た
お
年

寄
り
の
世
話
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

当
時
、「
ル
ビ
ー
婚
式
」
と
呼
ば
れ
る
結
婚
40

周
年
を
迎
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
呼
び
名
と
は

対
照
的
に
、
輝
き
ど
こ
ろ
か
先
の
見
え
な
い
日
々

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

落
ち
着
け
る
場
所
と
の
巡
り
合
い

　

避
難
所
生
活
を
経
て
つ
く
ば
市
の
公
務
員
住
宅

に
移
り
ま
し
た
。一
般
的
な
集
合
住
宅
と
は
違
い
、

庭
が
あ
っ
て
小
さ
な
家
庭
菜
園
が
で
き
る
程
度
に

土
い
じ
り
が
で
き
た
り
、
同
じ
避
難
者
同
士
や
近

隣
に
住
む
住
民
の
方
々
と
の
お
付
き
合
い
も
で
き

る
な
ど
、
精
神
的
に
癒
さ
れ
る
環
境
で
し
た
が
、

子
ど
も
や
孫
を
呼
べ
、
夫
婦
で
落
ち
着
け
る
と
こ

ろ
が
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
自
宅
を
購
入

し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
秋
か
ら
こ
ち
ら
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

周
辺
に
自
衛
隊
基
地
や
大
手
メ
ー
カ
ー
事
業
所
が

あ
り
、
各
地
か
ら
移
り
住
ん
だ
方
も
多
く
、
近
所

の
皆
さ
ん
に
は
転
入
直
後
か
ら
親
し
く
し
て
い
た

だ
き
、
隣
組
の
役
回
り
に
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

避
難
後
を
夫
婦
で
乗
り
越
え
金
婚
へ

　

歳
と
と
も
に
「
体
の
ガ
タ
」
が
く
る
と
は
い
い

ま
す
が
、
避
難
先
で
の
生
活
に
目
途
が
付
き
一
息

つ
い
た
か
と
思
っ
た
矢
先
、
私
が
６
年
前
、
妻
は
こ

の
春
、
そ
れ
ぞ
れ
健
診
で
が
ん
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
告
知
を
受
け
た
際
、
最
悪
の
事
態
を
覚
悟
し

ま
し
た
が
、
幸
い
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ

り
手
術
を
経
て
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
、
50
回
目
の
結
婚
記
念
日
、
金
婚
を

迎
え
ま
し
た
が
、
妻
の
手
術
と
重
な
り
気
持
ち
が

落
ち
着
か
な
い
時
期
で
し
た
。

　

長
年
、
夫
婦
だ
か
ら
一
つ
屋
根
の
下
に
居
る
の

が
普
通
と
思
っ
て
き
ま
し
た
が
、
未
曾
有
の
大
災

害
を
経
て
、
大
病
を
患
っ
て
か
ら
も
、
日
頃
の
家

事
、
そ
し
て
、
入
院
中
や
退
院
後
の
通
院
で
、
互

い
に
役
割
分
担
を
決
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
今
で

は
、自
然
に
支
え
合
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

●避難先●
　茨城県阿見町

（長塚一）

田代 重夫 さん

　　 清子 さん

たしろ          しげお

 　　　　　きよこ



　

今
月
号
の
表
紙
は
、
白
河
市
に
避
難
す
る

町
民
の
方
々
に
よ
る
自
治
会
・
双
葉
町
県
南

双
樹
会
の
皆
さ
ん
が
、「
ざ
る
菊
」
の
庭
園

で
交
流
し
た
時
の
様
子
で
す
。
こ
の
庭
園
は

高
野　

彦
さ
ん
（
山
田
）
が
造
園
し
た
も
の

で
、
バ
ス
で
見
に
来
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
い
う
お
話
を
お
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
の
前
日
、
県
南
双
樹
会
の
皆
さ

ん
は
双
葉
町
で
も
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力

災
害
伝
承
館
の
見
学
な
ど
で
交
流
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
双
葉
町
で
の
交
流
会
の
様
子

は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
紙
「
ふ
た
ば
の
わ
」

令
和
３
年
12
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 － 

編
集
後
記 

－

22令和３年１２月広報ふたば

１１月１３日に加須市で開催された
「みんな笑顔で人権ふれあいまつり」
で横山久勝さん（長塚二・左）と三浦
安信さん（長塚一・右）の笑顔です。


